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VNRには以下の要素を入れることが重要だと考える。 

 

1. 国内のＳＤＧｓ推進体制・主な取組 

（１）ＳＤＧｓ推進に向けた国内体制 

（２）国内における SDGs推進の動き 

➢ SDGsアクションプランの分析 

➢ 各省における推進【特に各省上位計画での SDGsの言及およびその具体的政策内容】 

➢ 各ステークホルダーにおける推進【円卓会議構成員にドラフトをタスクアウト】：ステークホルダー毎のア

クション＋普及推進（メディア）、教育分野など 

➢ 自治体における SDGsの推進 

 

2. 各目標の達成状況 

（１）１７の目標毎の達成状況（政府による評価） 

（２）科学的知見に基づく評価（GSDR的な分析の日本版） 

➢ 学術会議委員会、SDSN Japan理事等の研究者による進捗のレビュー（既存研究レビュー） 

➢ ＪＩＣＡ研究所の SDGs未来都市分析 

 

3. 今後の進め方 

➢ ウェルビーイング論議 

➢ シナジーを創出し、トレードオフを解消するシステムアプローチの重要性 

➢ 万博における SDGs+Beyond 

など 


